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人間のタイプと適応
小谷野 柳 予
何年前からか,隊 員の方々の精神的な健康診断 とい う
身の程 しらずのことをして参 りましたが,さ らに 加 え
て,今 回その感想をというご要望で 「身の程しらず」を
重ねようという次第です.健 康診断の一環である性格診
断は.出 港前には,わ たくしどもから隊員の方々に向け
てなされるものですが,出 港後は,反 対に,わ たくしど
もに向けて評価がなされるのではないかと,いつも衿を
正しているような心境です.
さてしかし,お引き受けしたからには何か書かざるを
得ません.そ こで人間のタイプと適応 とでも題して,書
いてみたいと思います.
人間の性格を云々する場合,あ の人は正常あるいは異
常 という呼び方をいたしますが,正 常とは何かとい う問
題があります.正 常をnormalといい,異常をabnormal
といいますが,　Normとい う言葉は規範とい う意味を語
源に持つ言葉で,あ る基準内に入っていることを言いま
す.個 体の集団は,数 の多い自然発生的集団であれば,
正規分布をするのが原則で,その場合,標 準偏差内に入
るのがNorm　といえる範囲で,そ こから離れれば離れ
る程.異常(ab+Norm)となるわけです,
さて,正常 といわれる人の間でも,十人十色 といわれ
るように,様 々の個性がありますが,その個性を類型に
分けようとする試みがいろいろなされています.ド イツ
の精神医学者のクレッチマーという人が,分 裂気質.循
環気質,粘 着気質という分け方をしたのはよく知られて
いることです.それぞれに細長型,肥 満型,闘 士型 とい
う体型が対応して多くみられるといいます.
分裂気質というのは,精 神分裂病が細長型の人に発病
しやすく,その体型に属する人に多くみられる正常範囲
の気質 という考え方から出された概念で,「 青白きイン
テリ」 という言葉に代表 されるように,内 向的,神 経質
敏感というような特質を持っています.ク レッチ マ ー
は,上 品で繊細な感覚の人,孤 独な理想家,冷 たい支配
家で利己的な人,無 味乾燥で鈍感な人などのタイプがあ
ると指摘しています.
循環気質 とい うのは,やは り同じように,こ の 体 型
(肥満型)か ら循環病 といわれる躁 うつ病が発病しやす
いところから,そ の正常域の人につけられた気質の名称
で,ク レッチマーは,同 じように次のサブタイプに分け
ています.す なわち,多弁な陽気者,静 かな譜諺家,無
口で情趣豊かな人,気 楽な享受者,な どです.
粘着気質については,ク レッチマー自身は,他 の気質
ほどには詳述 していませんが,て んかん性の精神障害と
親和性があり.粘着性,流 動困難性などとともに,爆発
性そうい う特徴をもっているものです.
個人の気質 とい うのはその人の持って生れた素質とも
いうべきもので.そ こに後天性のいろいろの要素が加わ
って,性格 とい うものに発展するといえますが,こ のよ
うに人間の精神の状態像 とい うのは絶えず流動するもの
といえましょう.そこで環境的要因,す なわち社会とい
うものが大切な要因となってきます.さ らに人間は社会
によって練られて,発 展をとげると同時に,社会に対 し
て反応するわけでして,こ とに極地などの集団をみる時
には,こ の反応のタイプとい うことが重要にな ります.
精神科的診断の場合.い わゆる精神障害をおこしゃすい
人や.今罹患している人を発見するのは勿論ですが,も
う一つの観点が.こ の反応の型,あ るいは社会的態度を
予測するということにあるわけです.
そこで前のクレッチマーの類型化に従って,そ れぞれ
のタイプの人の社会的な態度をみたいと思います.
分裂気質の人は.社 会的に精力的に周囲と関係を持つ
ことはむ しろあまりなく.どちらかとい うと自分の理念
に従います.そ して自分の住みなれたところでは十分に
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調 和 し ます が,適 応 のT]]c・kせま い とい うの が この タ イ プ
で す.あ る 人 は ヒ品 な趣 味 を も ち,高 貴 で 繊 細 で.形 式
的 な もの に あ こが れ ます が,内 的 に は不 安 定 て他 人 と響
き合 うもの に は 乏 しか った り,あ る 人は ス トイ ック な信
念 を 持 ち他 人 に嘲 笑的 で あ った り します.ま た,職 場 や
家 庭 で,規 則 づ くめ の 暴君 であ った り,あ る いは 無 器 川
な 無 感無 動 の 人 で あ った り します が,い ず れ に して も 内
向 性 とい う項 で く くる こ とが で き ます.こ の よ うな タ イ
プの 人 達 は,極 端 な場 合 に は 周 囲 に 異質 感 を ケ・え た り.
不 安定 さの た め に 周 囲 の 荷物 に な った りす る こ とが あ る
か も しれ ま せ ん.
循 環 気 質 の 人 は ど うか とい い ます と,む し ろ社 会 的 に
積 極 的 に 係 わ ろ う と します.多 弁 で 陽気 な人 では 活 発,
世話 好 き,お 祭 り好 き,日 立 つ こ とが 好 き です が,時 に
無 神 経 な 振 舞 や 大 言壮 語,善 意 の お しつ け な どで迷 惑 な
存 在 とな る こ と もあ ります.そ の 他,静 か な タ イ プ で
も,対 人 的 に は 暖 か み が あ り,情 が深 く,高 い理 想 をか
か げ る よ り も,現 実 的 に 堅 実 な態 度 を とる こ とが 多 い と
い え ます.こ の タ イ プの 中 の,ク レ ッチ マ ーが,孤 独 な
享受 者 と名 づ け た 人通 よ,物 質 主義 的 な享 楽 者 で,酒 場
の常 連 とい った タ イ プ で あ る こ と もあ ります,
般 に,自 分 が 自 分の 性 格 に'ti}1.]s,あるい は 他 人 を悩
ませ る もの を異 常 人 格 と して定 義 づ け た のは,シ ュナ イ
ダ ー とい う人 です が,異 常 人 格 といわ な い ま で も,こ の
基 準 は 一般 に 社 会 の 中 『ご通 用 す る 杉え 方 で,適 応 とい う
概 念 が で て く るオ.っけ です が,真 の適 応 とは,自 他 に障'」}
に な る存 在 で な い とい うだ け で な く,創 造 的 に社 会 に参
加 で きる こ と とい う こ とが 大 切 です が,い す れ に し て も
精 神 的 に 正 常か 異 常 か 以上 に,適 応 能 力 があ るか 否か が
問題 に な ります.
さて,第22次 観 測隊 員 の皆 様,ど うぞ元 気 で そ し てそ
れぞれの働 を全うされますよう心から翻 りしており ●
ます.
C「i渚;電気通信大学保健管理センター助教授)
南極観測隊便 り
一第21次越冬隊の近況一
3月の航空機の流失'1敬以来,昭 和基地周辺の海氷の
結氷状態は悪い.雪 上車が海氷を渡れないため内陸旅行
は行われていない.こ のため各観測部門では計画変更を
余儀なくされている.
秋のみずほ基地への人員交代,物 質補給,無 人観測点
の保守のための旅行は取 りやめた.
岩盤ボーリング(電送
写真)
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また,地学部門で秋に予定 されていたS-16付近での
人工地震探査の予備実験は,冬 明けまで延期されること
になった.し かし,そのかわ りとしてオングル島周辺で.
5月19,20両日にわた り,予備実験が行われた.2か 所
で火薬の爆破が行われ,爆 破地点を中心に半径約300m
にわたり海氷が明るく光 り,400m離れた 氷山の一部が
くずれ落ちた.こ の実験は,大 陸に出てあばれ回りたい
男達のうっぷんを一時的に晴らした.観 測機器 も順調で
冬明けの本格的実験では,大 陸の氷床で岩盤の物性がよ
り詳しく解明されるだろう.
気水圏部門は,大陸に無人観測装置(Mの の設置 を
計画している.これは,気 象関係のデータを集積するこ
とを目ざすもので,第20次隊に競いて今年で2か所 目で
ある.その装置を,基 地付近の裸氷上に設置して,テ ス
トを行い順調な動作が確認された.
環境科学部門は,大 型動物(ア ザラシ,ペ ンギン)モ
ニタリングのための旅行をとりゃめ,基 地周辺でプラン
クトン採集等の観測を行っている.
このように,旅 行に関連のある野外科学部門は,大 き
く海氷の状況に影響され,各 隊員はかごの中の鳥のよう
に,大 きな翼をもてあましている.しかし南極は,太陽
の出ない時期に入 り,本格的旅行は冬明けになる.い ま
は,明 日への飛翔のために,飛 行ルー トの検討を重ねて
いるといったところだ,そ の他の観測は順調だ.
設営関係では,5月15日に,125KVA発電機が停電す
る事故が発生した.30分後に復旧し,その後は順調に運
転している.また,基 地の電力の各棟別,時 刻別使用状
況が詳しく調べられた.
みずほ基地は,秋 旅行が行われなかったが,食糧,燃
料等の生活物資は豊富にあ り,心配なし,全員元気にモ
グラ生活を続けている.しかし,単調な雪面下の狭い生
活にうんざりしている各隊員は,秋 の旅行で数か月ぶり
に会 う仲間の顔を楽しみにしていただけに,や やがっく
り.まして昭和基地に帰れると期待 していた隊員の心境
は?
両基地とも,長い冬のまっただなか.時 折,い としい
家族,恋 人等に思いを馳せながら.忙 しい生活を送って
いる.
農協では.4月 置カイワリ大根1.2㎏.春菊5009,
紫蘇1009,また.5月 にはカイワリ大根4㎏ の出荷が
あった.
一第21次夏隊帰国一
昨年11月21日オーストラリア入植150年祭の招請を受
け例年より4日早 く出港した第21次南極地域観測隊43名
のうち,木崎甲子郎隊長以下夏隊員10名は4月19日東京
港晴海埠頭に全員元気に帰着した.
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南極地域での行動中は,悪天候にもかかわらず越冬に
必要な全物資約450トンの空輸を2月3日 に終え,そ の
間 プリンスオラフ沿岸の測地 ・地質調査,や まと山脈の
地質調査 ・阻石探査等を実施した.
夏期建設作業は,2年 計画の2年 目である夏期隊員宿
舎(2階 建 ・300m2)の建設,60kl貯油タンクの建設の
ほか,気 象及び地震の観測装置の自動化等を行 った.
帰路の海洋観測は 「ふ じ」乗組員の事故があり,ケー
プタウンに緊急入港したため縮小を余儀なくされたが,
その他は各部門とも所期の 目的を果すことができた・
一第21次夏隊紀行一
木 崎 甲子郎
隊長は暇なのである.なんで暇なのかと聞かれても困
る.す ることがないのだ.
ヘ リコペターは15分おきに飛行甲板から爆音をあげ荷
物を満載して飛びあがってい く.北方10キロぐらいのと
ころに,南極の地形にしてはめずらしく平坦な西オング
ル島が見える.その島の向う側が東オングル島で,そ の
北側に昭和基地がある.基地まで14キロ.眼 と鼻の先 と
いっていい距離だ,飛びあがったヘ リはあっという間に
帰って くる.だから,積み込みをする飛行甲板は戦場の
ようだ.
「ふ じ」側からは向井運用長の指揮の下に燈色の防風
衣を着た乗員が大勢貨物にたかって,エ ッサエッサ と木
箱やダンボール箱やパネルをヘ リの荷物室に押しこんで
いる.こ ちら隊側は佐野庶務が中心である.人数が少な
いので,燈 色のなかにパラパラと色ちがいの服装が混っ
ている.送 り出してやれやれと思う間もなく,荷を空に
したヘ リが舞い戻って くる.
それでわたしも荷運びを手伝 うのだが.や はり腰つき
が危いらしい.「 隊長はいい ですよ.見 てて下さい」、
とは じき出されてしまう.「この前来たとき,俺は48時
間ぶっつづけに荷繰 りと積み出しをやって3日 目につい
にベ ッドにぶったおれたことが あるんだ」.力のあると
ころを見せたつもりなのだ.「 この前って,い つ頃です
か」,「四次のときだから20年前だ」,「へえ'一,20年前
ね.僕 は小学校1年 生の頃かな」,「なに.お しめをあて
て這いまわってた頃だろう」,「しかし.隊長 も年 です
ね」.軽 くジャブで打ち返して くるが.こ ちらにはス ト
レートを顎にくらったようなものだ.本 人はまだ若いつ
もりだからなおさらである.
やむなく,隊員公室に下 りてコーヒーを飲むが,ひ と
りではつまらない.公室を出て艦橋に上ると艦長がいた.
艦橋のモニターテレビが飛行甲板の様子を写し出し,
その前に立 ったイアホンをつけた当直が艦内放送のマイ
クのスイッチを入れたり切ったりしながら,「804号機発
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艦 準備 よろ し」 「804号機 発 艦 .」「803.号機 ま も な く 着
艦 」 な ど と怒 鳴 って い る.
艦 長 と眼 前 に 拡 が る ま ろや か な大 陸 氷原 の ス カ イ ライ
ンを 眺 め な が ら話 をす る ,ど う も日本 隊 は 研 究 テ ー マを
背 負 い こみす ぎ る.全 隊 員 に対 す る研 究 者 の 割 合 いは 他
国 の 越 冬 隊 に 比 べ て格 段 に 大 きい.っ ま り,設 営 隊 員 に
無 理 が か か って い る こ とに な る が,隊 員が 優 秀 で よ く働
くか らな ん とか こな して い る のが 現 状 だ .ど こか で研 究
テ ーマ 要 求 に 対 す る フ ィル タ ー が で き ない も の だ ろ う
か.と い うの が わ た しの 話 .艦 長 の 答,「 それ は ど こて.
もお な じで し ょう.官 僚 組 織 とい うの は下 か らの 積 み あ
げ 方 式 だ か ら,ど こか だ け を 切 る とい うわ け には い き ま
せ ん.ど う して も総 花 式 に な るわ け です .頭 が 変 る と組
織 もや り方 もす っか り変 って しま うア メ リカ式 も よ しあ
しで す ね.日 本 型 は どち らか とい えば 保 守 的 です が ,頭
が 変 って ダ メな 男 が上 に い て もなん とか や っ て い け る と
い う安 定 性 が あ ります ね .ま ず,ア メ リカ と日本 の中 間
ぐらい が 理 想 的 な の で し ょ う」.と まあ,　rll庸は 徳 の 至
れ るな り,と い う高 尚 な結 論 に な っ た ので.ある.
こ うい う知 的 な 会話 で頭 が す っき り した あ と,03甲
楓 つ ま り格 納 庫 の 屋 根 に 積 ん であ る ピ ラタ ス ・ポ ー タ ー
機 の 間 柄 を 手 伝 う.ス パ ナ て.ソリを 入れ た箱 の ボ ル トを
まわ して み た り,ソ リを運 ぶ の に ち.い)と手 を貸 してみ
た り,要 す るに 隊 員 が 働 い て い るま わ りを うろ うろ し て
い る だ け で あ る.だ か ら,ま た,公 室 へ 下 りて い って コ
ー ヒーを 飲 ん で 煙 草を 吸 って,と い う ぐあ い に な る,
基 地 の 方 は,ベ テ ラン の 副 隊 長 が指 揮 を と っ て着 々 と
建 設 が 進 ん で い る の て ま かせ てお けば よい.輸 送 は これ
も経 験 豊 か な 庶 務 が 中心 な の で,口 を 出す す べ も ない.
というわけで.わたしは自分の仕事を考えなければなら
ないはめになったのである.
出発前,や まと山脈の調査隊に誘われたが,い くら暇
があるといっても,1か 月も行きっぱなしというわけに
はいくまい.基 地とふ じの間をうろうろするだけても,
それはそれてお没日とい うものだろう,という気持はあ
る,そこで考えたのが,明 るい岬 ・二番岩の測地調査だ.
この露岩には測地だけで地質邑よ隊員がやまと山脈に出払
っていないのだ.期間も1週間ていどで手頃だ.わ たし
は といえば,痩 せても枯れても一これは比喩であるから
念のため一地質家のはしくれだから,このふたつの露岩
の地質図を作るくらい朝飯前だと思ったのが,お おげさ
に云えば運の尽きであった.
.品凱;蕊㌶ 蕊 笑栗㍊ 纈 ●
の 日か ら強 風 に吹 き ま くられ た.測 地fli:は海岸 に 潮ftt:計
を 立 て て,潮 を測 りに 行 った が,午 後 に は 風 に 吹 き寄 せ
られ た海 氷 に折 られ て し ま った.「 南 極 とは そ ん な もの
だ.そ う簡ll/に仕 事 が は こぶ か よ」,と が っか りして い
る連 中 に悠 然 と気 合 を入 れ た あ た りま で は,ま だ ベ テ ラ
ン の貫 禄 が か な りあ っ た とみ て い い.
風 が強 い の で測 量 は で きな い.そ こで 測 量 助 手 と して
来 て い る 伊藤 ・伊 神 に 交 代 で 調 査 助 手 を 頼 む.風 速 は20
メ ー トル前 後,尾 根 の 上 とか 鞍 部 で は:IOメー トル に もな
ろ うか.腰 を 曲げ 全 身 に 力 を こめ て風 に 逆 ら って 歩 くの
で あ る.野 拙 に メ モす る に も岩 陰 の 風 の 弱 い と ころ を探
さ な けれ ば な らな い.そ んts日が3日 続 い た あ と,無 風
快 晴 の 日が や って き た.
岩 のE.1に腰 か け て一一・服 す る.ポ カ ポ カ と暖 い.海 は 黒
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飛行111板での観測隊用物資の積み込み作業
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く,しかし波のゆらぎが陽光を反射してキラキラ輝いて
いる.水平線には純白のテーブル氷山が無数にちらばっ
ている.ときどき 『ドゥーン』 と氷屋の砕け落ちる音が
聞えてくるだけで,そ れ以外の音はまったくない,耳 の
なかでシーンという音がしているようだ.南 極での幸福
なひとときである.
世の中そういいことばか りはない.さて帰 るか,とルッ
クザ ックをかつぎあげると,これはまたずしりと重い.
重いはずだ,今日は助手が測量で出払ってしまったので,
自分でかっがなければならない,
翌日,二番岩に移動 した.曇 だが風はないので測地班
はセオ ドライ トや三脚や測距儀をかっいで出かけてしま
った.地 質班は1人 である.わたしは連日1人で歩かさ
れる破 目になった.サ ンプルは石である.荷の重 さが腰
● にくる.散 やキ 。ンブに帰 りつくとギ 。ク順 のよう
に痛い.な んてざまだ,日頃の鍛練不足の成果である,
最後の日,それまで見えなかった太陽が顔を出し,だ
めかなと心配させた天測に成功 した.り 一ダーの宮崎は
「二死満塁の逆転サ ヨナラホーマーですな」と大満悦だ,
こちらは痛む腰をさす りながら,「 うむ,お みごと,ご
りっば」 と云わなければならない,
ヤレヤレ暇があるとい うのもなみたいていのことでは
ないのである,
(筆者:第21次観測隊長 琉球大学理学部教授)
一算20次越冬隊紀行一
山 崎 道 夫
1.概 況
国際磁気圏観測(第17～19次)の一段落に伴い,第20
～22次南極観測では,地 学部門の 「鉱物資源に関する基
礎調査第1期3か 年計画」,及び気水圏部門の 「南極 気
水圏観測計画(POLEX-SOUTH)」がその中心課 題 と
してとりあげられた.気 水圏観測 とは,地球上の大気と
雪氷面及び海洋 との熱のや りとり,相互作用を気象 ・雪
氷の両面から調べ,ひ いては天気予報の精度向上や最近
世界的に関心を持たれている気候変動の仕組みを解明し
ょうとする国際共同観測の一つである.
第20次越冬隊は.昭和54年2月1目に第19次隊から実
質的に基地の運営を引 き継ぎ.2月20日に正式成立,翌
21日には 「ふじ」からの物資輸送完了と共に最終便が飛
び去った,こ の間,2月8日 ～9日 の最大瞬間風速44.8
m/s(2月の新記録)に達する猛烈なブリザードにより
繋留中のセスナ機が破損,航 空担当2隊 員の越冬中止 と
い う不測の事態が発生し,越冬隊は30名編成となった.
越冬中の 目標は,昭 和 ・みずほ両基地での予定 された
観測を確実に行 うほか,先の重点項目の第1年 次として,
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10月半ばからか3か 月半にわたるやまと・ベルジカ山脈
地学調査旅行の実施 と,みずほ基地から更に100km奥tC
無人観測点M2(As)を建設することであった.
隊の運営は.基本的ルールの遵守を除き,で きる限 り
自由な雰囲気を保つよう心掛けたつもりである,毎月の
誕生会,旅 行の壮行会,氷 上ソフトボール大会等が例年
と同様に開かれ,夕 食時に配られる日刊紙 「楡」は大切
なコミュニケーションの場を提供した.一年余にわたり,
幾つかの困難を旺盛な責任感 と協調精神によって乗 り越
え,初期の成果をあげてくれた隊員諸氏に心から感謝の
意を表したい。
2.定 常観測
観測はほぼ例年 どお り行われ,順 調に経過した.ま
ず,地球物理部門は,例年同様オーロラの写真観測,地
磁気,地震,潮 汐 とも順調で,高 感度地震計の3点 観測
による近地地震のキャッチも試みられた.電離層部門で
は新しい観測機が4月か ら動 き始めた.両部門 とも多く
の機器を各1名 で維持 しているが,幸 い大きな トラブル
もなく通年記録を得ることができた.ま た,気 象部門で
は,みずほ基地の気水圏部門に呼応 して自動追尾型の波
長別直達 日射計を設置し,日射と大気混濁度についての
より詳しい測定を実施 した.地 上気象観測,高 層気象観
測 も例年と同じく続けられ,ワ シントンの解析センター
に毎 日4回の通報が行われたほか.大気中のオゾンや放
射観測を実施した.測 地部門ではスカルブスネスの奥に
あるホノール奥岩の基準点測量を終了し,東 オングル島
内に水準路線設置のための金属標埋設をしたが.積 雪の
ため測量は未了となった.し かし,オングル諸島周辺の
海氷上で316点の全磁力測定(1k皿メッシ。.)を実 施
し,基礎資料の収集に努めた,
3,研 究観測
地学グループを中心 とする8名 の隊員によって行われ
たやまと・ベルジカ山脈調査旅行は大小雪上車各2台,
スノーモービル3台 で10月13日～2月4日 の115日間に
及んだ.同 隊は日本隊として初めてベルジカ山脈に達し
て地質調査を完了した.や まと山脈周辺では約3,000個
にのぼる順石を採集したが,こ の中には生命の起源にか
かわる炭素質隅石も含まれている模様で解析結果が注目
される.また,測地衛星を利用した位置決定装置(JMR)
による位置決定を試み,極 地における性能,使 用法につ
いての知見を得た.ス ノーモービルも1,　SOOkrnの走行に
耐え,その有効性が確かめられた.
気水圏観測は,み ずほ基地を中心舞台に展開された.
まず,1月 中旬に第19次隊の応援を得て30m観測タワー
を僅か2日 半で完成し,これに取付けた観測機器 も順調
に作動して,中 部高原カタパテ ィック地帯における気象
・雪氷の貴重な連続記録を得ることができた.地上気象
5
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ベルジカ山脈;切 り立った岩壁に.日 本隊として初めて足跡を残す.手 前は,20年以上
前に遭難し,放棄されたままになっていたベルギー隊航空機の残骸
観測結果は通年 ワシン トンに通報された.無 人観測点
M2(As)は,当初8月 建設を予定 したが,-50℃を越
す低温のため10月の春旅行時に延期建設した.し かしJ
風力発電機の不調により充分なデータを得 るには至らな
かった.内 陸での電力供給システムにっいてはなお一層
の開発努力,経 験の積み重ねが望まれる.こ の他みずほ
ルー ト沿いにアイスレーダーを用いた基盤地形の測定の
ほか,第21次航空機によりアイスレ'-Pt-・日射測定が
実施できたのは幸であった.
宙空系部門では,第17次から続けているテレメ トリP
による科学衛星観測約500回と,新たに昭和基地付近に
おける人工 ・自然電波雑音の定量的測定が行われ,また,
オーロラヒスの到来方向の3点観測(昭 和基地,見 返 り
台,ラ ングボブデ)も2か 年のデ'-Ptを得て終了した.
無人観測点Alではほぼ完全な一年間の地磁気三成分記
録が得られた.環境科学部門にっいては.昭 和基地にお
けるCOt,　NOxの連続記録,沿 岸露岩地帯における重金
属蓄積量定量のための岩石 ・砂のサンプリングのほか.
やまと・ペルジカ地域の砂も採集した.越 冬中の隊員の
心理テス ト,採尿 ・採血も行われた.
4.設 営
部門構成の関係から越冬中のフィールドワー クが 多
く,5回 の内陸旅行(秋 ・冬 ・春 と第21次夏のみずほ旅
行,や まと・ベルジカ旅行)と1～2週 間の沿岸調査旅
行5回 を含め.野 外旅行は80回に達 し,車輌整備を始め
とするこれらの準備に多くの労力が費やされた.内陸旅
行の主力となったSM50型雪上車は,全般的によくその
性能が発揮されたが,-50'C以下の極低温下ではゴムタ
イヤの硬化が著しく,パ ンクが頻発 した.
基地の心臓部にあたる発電機は.第19次隊に引 き続き
…　KVA・基のみの運転を新 し,順調であ。t・Dl.年 ●
末に至り異音発生のため2号 機に交換した.し かし,第
18次までの2基 運転時に比べ,燃 料節約,整 備労力の軽
減などメリットが大きかった.ま た,通 信制御卓が13年
ぶりに更新 され.ケ ーブル類 も整理 された.銚 子との通
信不能は冬期2日 間のみで全般に良好に保たれた.
なお,春 以降記録的晴天に恵まれたのはまことに幸で
あった.
(筆者1第20次越冬隊長,気 象庁測候課長)
アラスカ大学地球物理研究所を訪ねて
福 西 落
当研究所とアラスカ大学地球物理研究所の間で,共同
研究に関する覚え書きが昭和53年11月に取 り交わされ,
地球物理研究所からはこれまでに所長の 」・　G.　Roederer
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教授 と気象部門のT.　Ohtake教授が当研究所に滞在し
た.この他,地 球物理研究所からは 日本で開かれた国際
会議出席の機会にN.　Davis,　J.　V.　Olson,　S.・1,　Akasofu,
等の研究者が当研究所を訪問している.これに対し,当
研究所からこれまでに永田所長が地球物理研究所を訪問
しているが,共 同研究を実際に行 うのは今回が初めての
機会であった,そ こで2月25日から3月17日までの約3
週間の滞在中は,筆 者の専門分野である超高層物理の研
究をする以外に,広 くいろいろな分野の研究者 と話しを
し,今後どのような研究を共同で行 っていくことができ
るか,そ の可能性を探 る努力をした,こ れらの話し合い
から一番強 く受けた印象は,日 本から飛行機でほんの数
時間の場所に,南極に劣らず魅力的な極地研究の宝庫が
あるとい うことだった.
超高層物理の分野では,ア ラスカはオーロラ観測に最
適な場所であ り,ロケット発射場の他に南極にはない巨
大な散乱 レーダ」eオー -Pラ観測と発光雲実験のためのT
Vカ メラ網,オ ーロラジェット電流をとらえる地磁気の
極点までの磁力計網があり,そこからのデータが研究所
に絶えず送られてきている.氷河や海氷の研究では,飛
行機,ヘ リコプター,人工衛星を用い氷の動きを常時監
視する体制がつ くられてお り,これらのデータを用い,
氷河の発達過程、海氷の動きと気象との関係,海 氷と生
物の分布の関係などの研究が精力的に進められている,
こうした状況で私達が地球物理研究所の人々との共同研
究を行 う最大の利点は,
1)日 本から短時間に出かけられ,ま た,す でにある大
型施設を用いることにより研究を能率よく行えるこ
と.
2)共 同研究を通じ,国際的視野でそれぞれの研究の目
的や方法の妥当性が考えられること.
3)日 本の研究に不足しがちなハイ ・テクノロジーを学
びとることができること.
などが考えられる,その結果,そ れぞれの研究がどこま
で発展しているのかを正確に知 り,それを上回る成果を
あげられるような長期戦略を立て,それを南極で実施す
ることができれば南極観測も今以上に大きく発展するで
あろう.
今回の訪問の経験から,今後何に重点を置いて共同研
究を進めていくのが望ましいかを考えると,次の3点 が
当面考えられる.
1)チ ャタニカの散乱レーダ,ポ ーカー ・フラットの大
型ロケット発射場を利用した電離圏 ・磁気 圏 の研
究.
南極ではこうした大型施設はまだないので,こ れら
を利用して各種の実験を共同で行 う.
特に,興味深いものとしては,
2)
3.
a.バ ア リウ ム(Ba')高速 流 放 出実 験
高 度500km付近 でBa+を 磁 力 線 に沿 って 放 出 し,
オ ー ロラ粒 子の 加 速 機 榊 を調 べ る.
b.地 上5CO-・1,000km付近 で の 波 動 ・粒 子 相 互 作 用
の 機構 解 明.
ロ ケ ッ トに粒 子,波 動,電 場,磁 場 の観 測 器 を 搭
載 し,プ ラズ マ 波 動 とオ ー ロ ラ粒 子 の様 子 を総 合
的 に と らえ る.
アラスカ地磁気観測網を用いたオーロラ関連現象の
多点観測.
地磁気の極点までの磁力計網や立体オーロラTVが
あるので,こ れに加えて,　ULF,　ELF-VLF
自然電波,CNAの 多点観測を共同で実施し,オー
ロラに関連 したプラズマ波動現象の性質を明らかに
す る,
リモー ト・センシング技術を利用した,
a.海氷の発達や動きと気象,海流 との関係の解明
b.北極海,ベ ーリング海での生態系の解明
c,氷河の発達過程と気候変動との関係の解明
この分野ではすでに,ラ ンドサ ットやノア衛星を用
い多 くの研究者が研究を行っているが,今後共同でリ
モー トセンシングのための地上観測を実施することが
できれば南極への応用も含めて大変有効であろう.
アラスカ大学地球物理研究所での3週間の滞在で感 じ
たことを思いつくままに書いたが,今後 とも共同研究が
発展す るよう努力したいと思 っている.
(筆者:超 高層物理学第一研究部門助教授)
マラジ ョジ ナや基 地 にお け る
日本一 ソ連共同観測に参加 して
佐 藤 夏 雄
交換科学者として,南 極大陸2番 目の大基地であるソ
連のマラジ ョジナや基地を訪れることになった.マ ラジ
ョジナや基地は昭和基地から地磁気の経度方向に約300
km離 れた地点に位置し,地磁気の緯度方向に沿 うみず
ほ基地を含めた3点 で同時観測を行 うことは,超 高層現
象の時間的,空 間的広が りを研究する上で大変重要であ
る.今回の滞在中の目的は,マ ラジョジナや基地に日本
から持ち込んだ観測装置を設置する.そ して,ソ連隊員
に数年間データ収録のメンテナンスをお願いす る こ と
だ.
昭和54年11月8日に成田を出発し,ソ連船の入港す る
ウルグアイのモンテビデオに着いた.船は予定より一週
間遅れて入港 した.現 地の日本大使館員の協力により,
日本から送った約L5ト ンの観測器機を船積みし.11月
22日にモンテビデオ港を離れた,乗 った船はバキシ リア
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号という客船で,船 には第25次ソ連南極観測隊員約300
名が乗船しており,黒海のオデッサからやってきた.客
船であるため女性のメイドが乗船しておリサービスの点
は良かったが,水,食 料,潤 筆が不足してお り,ひもじ
い船旅を強いられた,
初めの寄港地は南極半島にあるベ リングスハウゼン基
地だ.三 日間停泊し,隊員の交代,観 測器材の運搬を行
った後,水 の補給のためにサウス ・ジョージや島へ向っ
た.サ ウス ・ジョージや島ではハイキングやイギ リス船
とのサ ッカーの試合を行 うなどして,短 かい休暇を楽 し
んだ.12月5日,目的地のマラジ ョジナや基地に向かっ
て出発した.バ キシリァ号は客船で耐水能力 が な い た
め,基 地沖合でマラジョジナや基地へ行 く全隊員が耐氷
貨物船に乗り換えた.12月16日の夜10時頃.基 地より約
80km離れた氷上より3トン積み大型ヘ リコプターでマ
ラジ ョジナや基地に着いた.ヘ リポー トには私の世話を
してくれる地球物理グループの人達が出迎えてくれた.
その夜は地球物理観測棟内で基地特産の トマ ト,キュウ
リとウオッカで乾盃した.
持ち込んだ観測器の設置は今回の共同観測のためにソ
連の科学アカデミー地球物理学研究所から参加 した2人
の隊員の全面的な協力によリスムーズに進行した.し か
し,基地が大規模であることによる,通信,ラ ジオ,電
源等の混信やノイズが大きく大変苦労させられた.観 測
器の設置が一段落した頃に,ソ連の最大行事である正月
になった.大晦 日の晩は,鮭,牛 の舌,ス テーキ,サ ラ
ダ等の特製料理を食べ,ウ オ ッカ,シ ャンペン,ワイン
を飲み,午 前零時には花火を打ち上げるなどして,夜 明
けまで大いに騒いだ.
この基地には越冬隊員が約120名.夏隊員が約100名住
んでいるため,皆 の顔をおぼえるのが大変であった.娯
楽は,サ ウナ,映 画,ビ リヤード,卓球,ス ゴロク等が
あるが,人 数の割合には設備が小さく,十分に楽しむこ
とができない.ま た,食事は脂っこいものば か りな の
と,酒類が祝 日や誕生 日等の特別日しか飲めないため,
15次隊で参加した時の昭和基地での食事風景が夢の中に
ソ連の基地で活躍しているIL-14型飛行機
たびたびでてきた.しか し,ソ連隊員の個々の人は大変
に人なつっこく多 くの友人ができた,
この基地での主要観測は気象である.毎週水曜日のロ
ケット打ち上げ,毎 日のバルーン打ち上げ,南 極大陸周
辺の気象データのコンピュータ収録などを行 っている.
超高層関係の基本的観測項目は一応すべて観測 している
が,観 測器は古い真空管方式が大部分であった.ま た,
この古い観測器1台 に,1人 の技術者がメンテナンスし
ていた.し かし,飛行機,雪 上車,発 電機,建物などの
設営的なものは大型で,か っ頑丈なものであった.例 え
ば,2ト ン積みの飛行機3機 が ミル=イ ー基地やノボラ
ザレフスカや基地への人員,物資の輸送に活躍している.
基地滞在中の出来事としては,1月 下旬にモーソン基
地 よりヘリコプター3機 とピラタス1機が親 善 訪 問 し
た,ま た,2月10日早朝,ふ じ乗組員のケが人に必要な
酸素ボンベを積んだ飛行機がマクマードより飛 ん で き
た.そ して,午後ふ じよりヘ リコプター1機がボンベを
引き取 りに来た.ソ 連隊にとって大きなニュースは,2
月13日,モスクワからアフリカ経由で大型飛行機IL-
18D(約80人乗り)のテス ト飛行に成功 した.こ の成功
により,今年10月に大型輸送機(IL-74)を飛ばし,
隊員の交代,物 資の輸送を行 う予定 とのことだ.
帰 りは,3月9日 に観測隊員約290名と一緒に客船エ
ス トニア号に乗 った.ミ ルニィー基地に立寄 り,ケープ
タウンで皆と別れをつげ,3月31日成田に着いた.
最後に,今回の ソ連隊との共同観測で感 じたことは,
日本人に対 して大変好意的であり,南極での共同観測を
強 く望んでいる.また,人 的資源が豊かなため,日本の
測定器,特 に,デ ータレコーダを提供すればいつでもメ
ンテナンスに応 じてくれる様子だった.ま た(日本 とソ
連との政治的関係が良ければ)ソ連の大型飛行機が利用
できる時代がくるかも知れない.政 治的問題の少ない南
極において昭和基地のす く隣 りの基地であるソ連基地と
の共同観測が発展することを期待したい.
(筆者:地 球物理学研究部門助手)
鮎川助手 田中館賞を受賞
5月に東京工業大学で開催された第67回日本地球電磁
気学会から,同学会賞である田中館賞が当研究所地球物
理学研究部門の鮎川勝助手に授与された.
論文名:極 域嵐現象無人観測装置の研究と実施
鮎川助手は第18次南極地域観測隊越冬隊に参加し,昭
和基地で観測した結果をまとめたものである,
田中館賞:地 球物理学の開拓者で,永 年に亘る地磁気
測定の権威者である田中館愛橘博士のその功績を記念し
て地球電磁気学会がもうけた賞で,これらの分野で顕著
な研究にたいして授与されるものである.
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矢内助教授 ・西尾助手 ・白石助手全米科学財団より,
アンタークテ ィックサーピス ・メダルを贈らる.
この5月,ア メリカの全米科学財団長官より永田所長
を介して,非 生物系資料部門矢内桂三助教授,雪 氷学研
究部門西尾文彦助手,地 学研究部門白石和行 助 手 に対
し,ア ン歩一クティック・サービス ・メダル が 贈 られ
た.これは,ア メリカの南極観測に参加し,科学的な成
果 と極地探険に多大の貢献をなした人達に与えられる勲
章の一種で,副章もついている.三名はとくに阻石関係
の調査に大きな成果をあげたことによるものである.
研 究 所 出 版 物
南極資料68号
南極資料69号
● ・・.・ (1・n・phere2・)
1980年2月
1980年3月
　 Records　ot　radlo　aurora　at　Syowa　Station,　Ant-
　 arctica　in　1978,　by　K.　Igarashi　and　S.　Tsuzurahara.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 March　 1980
No.　54　(Seismoiogy　13)
Seismological　bulletin　otSyowa　Statien,　Antarc－
March　1980
第21次隊 月例報告
〈55年3月 ・4月 〉
　 tica,　by　K.　Kaminuma・
Antarctic　Geelogical　Map　Series
　 Sheet　15
　 Cape　RyOga,　1/25000 March　1980
Catalog　of　Yamate　Meteorites,　comp,　by　K.　Yanai,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 August　 l979
List　of　Publications　of　the　National　Institute　of
　 Polar　Research,　by　National　Institute　ofPolar
　 Research.　 March　 1980
2月20日
3月7口
5月12日
郭 混 同
サ 延 劃 同
魯 朝 臣
5月22日　 Dr.　G,　A.　KNOX
レ 来 訪 者 く
Dr.　ANNEXSTAD,　J(ア ネ ク ッス タ ー ド博
士;米 国航 空 宇 宙 局 研究 員)
Dr.　LANG,　B　(ラング博 士1ワ ル シ ャ ワ大
学)
Dr.　CHAO,　J　(チ ャォ 博 士:ア ラ ス カ大学
地球 物 理 研究 所 研 究 員)
律 魏 国家 海 洋局 副 局 長
技師長
通 訳
(ノ ッ ク スt'i9:L:カン タ
ベ リー大 学 教 授,　SCAR会 長)
Mr.　R.　B.　THOMSON(ト ム ソ ン:ニ ュー
ジ ー ラ ン ド南 極 局 長)
6月19日　 Dr.　LEE　HOUCHINS　(ハウチ ンズ博 士:
ス ミソ ニ ア ン歴 史 技 術博 物 館 研 究 員)
3月は雲が多く,高温で風の強い日が続き,観測開始
以来の日照時間の最低,月 平均気温の最高を示した.17
日のブリザードはそれほど強いものではなかったが,そ
の後のうね りの侵入によって東オングル島から望見でき
る定着氷は,わ ずかに夢の掛橋付近と西の浦の一部,中
の瀬戸付近の一部を残し流失した.18日の海氷流失によ
リセスナISs　N4飛行機が水 没 した.ピ ラタスポ一夕ー
PC-6飛 行機は流出したが,26日にソ連の ミハイル・ソ
モフ号のヘ リコプター(MI-8)によって回収 された.
4月も引き続き中旬までは気温の高い日が続いたが.
下句になって平年並みに近づきオングル島の回 りの入り
江などは凍 り始めた,しかしオングル海峡はまだ開水面
のままである.
観測報告
基地での観測は順調に経過 しているが,内陸旅行,沿
岸調査旅行,海 氷上の観測等は海氷状況の悪化により予
定 より大巾に遅れてきている.
地学:地 殻熱流量ボーリングは ピット摩もうのため2015
cmで終了.実 働26日,コア回収率68%,掘削率一 メタル
ビット(1個)-50cm,ダイヤモンドビット(1個)-
200cmであった.航空写真撮影は2フ ライ ト実施し,5
コース約80枚,斜め写真多数を撮影した.
地役:短 周期地震計と計算機の接続が完了 し,氷 震70
回,遠震3回 のデータを収録した.
気水圏:海氷流失にともない,気象無人観測装置センサ
ー1式 ,長期自記温度計2台,日 射計2台 を失った.日
射計4台は回収できたので環境科学棟付近の禄米に無人
観測装置とともに再設置した.
設営報告
燃料消費内訳 単位£
1.3fi:4月
区 分
・蜘 … 瞳 ・ 瞬 ・1
樋 軽油13,76s1467,…[12・3281455・635
灯 州1・.・ ・6|・・副 ・・952i…578
電力幹線工事を35分間の停電を伴い実施した.非常用
いっせい放送装置取 り替え工事の実施により,食堂棟及
び通信棟からの放送が可能となった.消 火器の点検 と火
災訓練を行 った.廃 熱循環ポンプと風呂の交換を実施し
た.
航空機を分解し飯場棟へ格納し,格納機の防錆作業と
特別定時点検を実施した,
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatlc　Data　for　Japanese　Antarctjc　Stations)
平 均 気温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp・)(℃)
最 低 気温(Min・　temp)　(℃)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
4月(Apr.)3月(Mar.)
一4
.0
0.8
一9 .2
一6 .2
一 〇.7
一17 .6
み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
4月(Apr.)3月(Mar.)
一31 .3
一14 .5
一42 .2
一35 .9
一21 .0
一53 .0
平均気圧'輌(Mean鷺s慌
1)(。、)989・
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)　3.2
989.8
2.5
737.4734,6
(Station　pressure)
平 均 相対 湿 度(Mean　relative
　　　　　　　　　　　　　　　　　humidity　(%)
平 均 風速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風速 ・10分間平 均(Max.　wind
　 　　 　 　 speed,　10-min　mean)　(m/s)
瞬間最大風速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　 of　clear　days)
69
9.0
63
8.8 ll.7 10.7
32.5(17,NE)23.6(7,ENE)17.8(8・23,E)20.1(15,ENE)
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宇宙か らの電波
ヤ ヘ ロちがコパ ロ　 ノ コロココあ 　り も へ いココあ トデ ビア ノ ロド ドリ ヒロゆヘ ヘ ビ ノ ヘ ノ へ ヘ ド コロぬ ロリノ ザ コあ　あび ム
色の 「。.,_,福 渡」がある,;
オ ー ・ ラ ヒス 電 波 は電 離 圏 内 の100kmカ、ら5,000kmの!
高度で,オ ー・ラ入順 子により難 して・・る・註 ≡
コーラス電波は地球から2万kmから4万km離れた磁気{
圏の赤道面付近で,高速の電子により発生している.こ1
れらの電波は発生したのち,地球の磁力線に沿って伝搬 ミ
極 地 方 て・簡 単 な ル ー プ ア ンテ ナを 張 り,そ の 電 気 信 号
fを 音 に変 換 す る と,実 に さ ま ざ ま な音 が 聞 こ えて く る.
1こ の 自然 に発 生 して い る電 波 は 音 色,発 生 時 間,オ 一 口
e,ラとの 関 係 に よ り大 き く三 種 類 に 分 け られ る.夕 方 の ア
;一 ク状 わ 。 ラや オ ー 。 ラ鱗 に 伴 って ・ジ 。ノ とし、
1'う音 色 で 聞 こ え る 「オ ー ロ ラ ヒス 電 波」,早 朝,点 滅 型
1(パ ル セ ーテ ン グ)オ ー ロ ラに 伴 って"小 き ざみ に 吠 え
;る 小 犬 の 鳴 音"と"小 鳥 の さえ ず り"と が 湿 った 音色 の
1「 オ ー ・ ラ ・一 ラ福 渡」汲 び,昼 間,・ ・ゴー ・ とい
1う ブ リザ ー ドの 音 に"め じろ の さえず り"と が 湿 っ た 音
`・..・・...M、・'..'・.・・、"..・tt.・...x.、・・_・ ..・.e,～,N
する性質を持っている.しかし,最近の昭和基地 とアイ.
スランドでの地磁気共役点観測の結m'ナ ー・ラヒス電5
波の共役性が悪 く,冬半球で強い.ま た,コ ーラス電波{
はアイスランドの方が昭和基地よeh・なり強い.こ 妨1
の非共役性は.電 離圏内の日照時間の差,固 有磁場強度1
の差(昭 和基地はアイスランドより約700ガンマー弱い)ξ
が最も効いているものと教 られる.また,.+Ceラ,-1
ラス電波は地磁気脈動と呼ばれる数10秒の周期を持つ磁{
波によって放射強度の変調が引き起こされることも明ら ミ
かになった.し たがって,地 上で自然電波を観測するこ　f:L
とは,遠 く離れた電離圏,磁気圏内でのプラズマ波動現1
象のモニターとなるため.極域超高層現象を研究する上1
で 基 本 的 で か つ 重 要 な 観 測 項 目 で あ る,ミ
写 真 説 明}
tUIO秒の 周 期 で 強 度 変 調 が 起 き て い る'tlHラ コ ー ラ ス 電 波 の5
周 波 数 時 間 ス ペ ク ト ル 図 と,そ の 南 北 共 役 性 を 示 し た 図.1
'～h.'W-明、AりSfi.'・ ・.'・.t.t●J.t、'・.・'・.Kn.・・i.・・,d'岬S→・...・t.・・.Ar..・L.・. 9
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